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10月から老人保健が一部改正 2面�
ＩＴ講習会受講者募集 3面�
特集・大住隼人舞   　　　　4・5面�
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市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
に
つ
い
て
も
っ
と
身

表／わくわくワークショップ�

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

「
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〜
人
権
に
気
づ
い
て
感
じ

て
考
え
よ
う
〜
」
を
開
き
ま

す
。
今
年
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
参
加
型
体
験
学
習
）

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
野

外
学
習
）
を
開
催
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
昨
年
の

１２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
で
人
気
の

大
阪
人
権
博
物
館
（
リ
バ
テ

ィ
お
お
さ
か
）
を
観
覧
し
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
こ
の
２

つ
の
手
法
を
通
し
て
楽
し
く

気
軽
に
人
権
に
つ
い
て
体
験

有
識
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
行

政
相
談
委
員
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
市

で
は
、「
こ
ま
り
ご
と
相
談
」

と
し
て
開
き
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

▼
１０
月
１１
日
�
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
、
市
役
所
会
議

室
▼
１０
月
２５
日
�
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時
、
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

▼
安
倉
日
出
子
（
�
６２
・

０
１
５
２
）
▼
川
崎
眞
佐
昭

（
�
６２
・
２
２
８
７
）。ま
た
、

行
政
相
談
委
員
は
自
宅
で
も

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
人
権

啓
発
推
進
課
（
�
６２
・
４
３

４
３
）

し
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所
・
内
容
・
定

員
＝
上
表
の
と
お
り

参
加
費
＝
無
料

申
込
期
間
＝
１０
月
６
日
�

〜
１６
日
�
午
後
５
時
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き

り
ま
す
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
人
権

啓
発
推
進
課
（
�
６４
・
１
３

３
６
）

教
育
委
員
会
は
、
昨
今
の

社
会
情
勢
に
対
し
、
子
ど
も

を
守
る
情
報
共
有
の
新
し
い

わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

人
権
を
も
っ
と
身
近
に

行
政
相
談
週
間

こ
ま
り
ご
と
相
談

総
務
省
で
は
、
１０
月
１６
日

�
か
ら
２２
日
�
ま
で
の
一
週

間
を
行
政
相
談
週
間
と
し
、

国
の
仕
事
や
公
庫
、
公
団
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
が

し
て
い
る
仕
事
な
ど
を
民
間

9月19日、きょうたなべ環境市民パートナーシップ・自
然基地作りチームは、リサイクルプラザで不要になった
木切れなどを利用してバーニングアートの体験会を開き
ました。
バーニングアートとは、焼き絵のこと。電熱ペンを使
って木の表面を焦がし、絵を描きます。14人の参加者は、
かまぼこ板など、持ち寄った木切れに思い思いの絵を描
き、作品づくりを楽しみました（＝写真）。

バーニングアートに挑戦�バーニングアートに挑戦�

バ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
ト
に
挑
戦�

バ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
ト
に
挑
戦�

市
は
、
１０
月
１
日
か
ら
始

ま
る
障
害
者
地
域
生
活
支
援

事
業
で
行
う
手
話
通
訳
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
な
ど
３
事
業
を
引
き

続
き
無
料
で
行
い
、
障
害

児
・
者
の
外
出
支
援
と
な
る

移
動
支
援
事
業
な
ど
２
事
業

に
つ
い
て
は
、
原
則
１
割
負

担
を
適
用
す
る
も
の
の
、
一

定
量
の
利
用
ま
で
は
無
料
と

す
る
な
ど
軽
減
策
を
行
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
負
担
軽
減
策

は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て

平
成
２０
年
３
月
末
ま
で
行
い

ま
す
。

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
今
年
４
月
か
ら
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り

自
立
支
援
給
付
と
地
域
生
活

支
援
事
業
に
区
分
さ
れ
、
既

に
行
わ
れ
て
い
る
自
立
支
援

給
付
の
利
用
者
負
担
は
原
則

１
割
負
担
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

バーニングアートに挑戦�

バ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
ト
に
挑
戦�

バ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
ト
に
挑
戦�

きょ
うた
なべ
環境
市民
パー
トナ
ーシ
ップ
�

地
域
生
活
支
援
事
業
の
利

用
者
負
担
は
、
制
度
持
続
性

の
観
点
や
類
似
事
業
と
の
均

衡
か
ら
自
立
支
援
給
付
と
同

様
に
、
原
則
１
割
負
担
と
す

る
こ
と
が
基
本
に
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
市
町
村
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

無
料
と
な
る
事
業
（
３
事

業
）
＝
▼
相
談
支
援
事
業

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
事
業
（
手
話
通
訳
者
な
ど

を
派
遣
す
る
事
業
）
▼
社
会

参
加
促
進
事
業

一
定
量
ま
で
無
料
と
な
る

事
業
（
２
事
業
）
＝
▼
移
動

支
援
事
業（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
）

…
利
用
時
間
５０
時
間
ま
で
無

料
▼
日
中
一
時
支
援
事
業
…

利
用
時
間
５６
時
間
ま
で
無
料

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
の

対
象
事
業
（
２
事
業
）
＝
▼

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
▼

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２０
年

３
月
末
ま
で

激
変
緩
和
措
置

１０
月
か
ら
の
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

生徒の安全と保護者の安心サポート�
10月から�
スタート�

ＦＡＸ�

電話(通話)�
�

メール�

子どもを守る連絡網�子どもを守る連絡網�子どもを守る連絡網�

子
ど
も
の
安
全
と
親
の
安
心
を�

情報共有の新しい仕組み導入�情報共有の新しい仕組み導入�

一斉送信�

ま
す
（
＝
写
真
）。

ま
た
、
登
録
は
ど
こ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
か
ら
で
も

す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
携
帯
電
話
を
持
た

な
い
人
で
も
、
学
校
な
ど
か

ら
登
録
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

は
情
報
が
残
ら
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、

緊
急
に
児
童
・
生
徒
が
帰
宅

す
る
場
合
や
警
報
に
よ
る
休

校
の
情
報
、
ま
た
運
動
会
や

体
育
大
会
の
開
催
状
況
や
修

学
旅
行
や
校
外
学
習
な
ど
の

情
報
を
で
き
る
限
り
、
保
護

者
へ
連
絡
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
や
保
護
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
提
供
し

ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
な
ど
に
も

随
時
拡
大
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
学
校
教
育
課

情
報
教
育
推
進
室
（
�
２９
・

０
０
０
９
）

子どもを守る連絡網�子どもを守る連絡網�

子
ど
も
の
安
全
と
親
の
安
心
を�

情報共有の新しい仕組み導入�情報共有の新しい仕組み導入�

学
校
の
緊
急
情
報
を�

複
数
メ
デ
ィ
ア
へ�

一斉送信�一斉送信�

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
「FairCast

（
フ
ェ
ア
キ

ャ
ス
ト
）」
を
使
い
、
従
来

の
電
話
連
絡
網
に
か
わ
り
、

メ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
電
話

（
音
声
）
・
フ
ァ
ク
ス
で
、

保
護
者
・
教
職
員
に
向
け
て

正
確
・
迅
速
・
公
平
に
必
要

な
情
報
を
一
斉
連
絡
す
る
仕

組
み
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。登

録
方
法
は
、
学
校
や
担

当
者
が
情
報
を
預
か
っ
て
登

録
す
る
の
で
は
な
く
、
登
録

カ
ー
ド
を
配
っ
て
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
や
電
話
番
号
が
他
人

の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
自
分
で
簡
単
に
登
録

で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

㊧保護者用登録カード

カードを見ながら簡単登録

仕
組
み
を
平
成
１８
年
１０
月
か

ら
始
め
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
�
Ｎ
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市は、アルバイト職員の登録者を募集し
ています。
募集職種＝▼一般事務▼保育士（保育士
資格を有する人）
採用は、職員に短期的な欠員（産休等）
が生じた場合などに、名簿登載者の中から

選考します。
申込方法＝職員課または本市ホームペー
ジからダウンロードした申込書に必要書類
（保育士は登録証の写し）を添えて、職員
課へ本人が持参してください（郵送不可）
問合せ先＝職員課（�64-1324）

市
は
、
教
育
委
員
会
委
員

に
岡
本
悦
子
氏
（
４９
）
＝
大

住
＝
、
固
定
資
産
評
価
員
に

岡
本
仁
氏
（
６０
）
＝
三
山

木
＝
の
人
事
案
件
に
つ
い
て

９
月
４
日
の
平
成
１８
年
第
３

回
市
議
会
定
例
会
本
会
議

要
事
項
を
書
い
て
、
写
真

（
６
カ
月
以
内
、
無
帽
、
無

背
景
の
正
面
上
半
身
、
縦
４

㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
り
、
１０

月
２３
日
�
か
ら
１１
月
２
日
�

ま
で
（
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
）
に
京
田
辺
市
と

八
幡
市
の
両
消
防
本
部
・
京

田
辺
市
消
防
署
北
部
・
井

手
・
宇
治
田
原
各
分
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
消
防

本
部
（
�
６３
・
７
８
２
６
）

教
育
委
員
会
は
、
今
年
度

を
最
終
と
し
て
Ｉ
Ｔ
講
習
会

を
開
き
ま
す
。
今
回
は
年
間

５
回
の
募
集
期
間
の
第
４
回

目
で
す
。
デ
ジ
カ
メ
基
礎

コ
ー
ス
と
文
書
作
成
コ
ー
ス

を
受
講
す
る
と
、
写
真
入
り

の
年
賀
状
が
作
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
よ
！
。

日
程
・
定
員
・
場
所
・
受

講
料
＝
左
表
の
と
お
り

時
間
＝
▼
午
前
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時

３０
分対

象
＝
市
内

に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る

２０
歳
以
上
の
人

「

コ

ー

ス

名
」
・
内
容
＝

▼
「
パ
ソ
コ
ン

入
門
」
…
起
動

終
了
、
マ
ウ
ス

操
作
、
文
字
の

入
力
▼
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
＋

メ
ー
ル
」
…
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
閲
覧
、
電
子
メ
ー
ル
の
送

受
信
▼
「
文
書
作
成
基
礎
」

…
文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
操

作
、
年
賀
状
作
成
▼
「
文
書

作
成
応
用
」
…
表
、
図
を
使

っ
た
文
書
作
成
▼
「
表
計
算

基
礎
」
…
表
計
算
ソ
フ
ト
の

操
作
▼
「
表
計
算
応
用
」
…

表
計
算
機
能
の
活
用
、
関
数

▼
「
デ
ジ
カ
メ
基
礎
」
…
デ

ジ
カ
メ
の
基
本
操
作
、
パ
ソ

コ
ン
へ
の
画
像
取
り
込
み
、

印
刷
▼
「
デ
ジ
カ
メ
応
用
」

…
画
像
の
加
工
、
編
集

難
易
度
＝
▼
☆
…
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
人
▼
☆

☆
…
起
動
終
了
、
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人
▼
☆
☆
☆
…

文
字
入
力
を
無
理
な
く
で
き

る
人
▼
☆
☆
☆
☆
…
各
基
礎

コ
ー
ス
修
了
者
ま
た
は
同
程

度
の
人

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
講
座
番
号

（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希
望

10月19日

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用

い
た
心
肺
蘇
生
法
を
中
心
と

し
た
応
急
手
当
の
講
習
を
行

い
ま
す
。

【
１０
月
１９
日
�
】

場
所
＝
消
防
署

定
員
＝
２０
人

【
１１
月
４
日
�
】

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

定
員
＝
１０
人

【
時
間
】

午
前
９
時
〜
正
午

【
参
加
費
】

甲
種
防
火
管
理
者
の
資
格

取
得
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１１
月
２１
日
�
・

２２
日
�
（
２
日
間
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

対
象
＝
消
防
法
第
８
条
の

規
定
に
よ
る
甲
種
防
火
管
理

者
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
人
で
、
京
田
辺
市
・
八

自
衛
消
防
隊

訓
練
大
会

市
は
、
市
内
の
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
が
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
と

アルバイト職員を追加募集
一般事務と保育士

教
育
委
員
会
委
員
に

写
真
入
り
年
賀
状
を
作
り
ま
せ
ん
か

Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
き
ま
す

Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
き
ま
す�

Ｉ
Ｔ
講
習
会
開
き
ま
す�

10月20日
しめきり

幡
市
・
井
手
町
・
宇
治
田
原

町
に
在
住
・
通
勤
す
る
人

定
員
＝
８０
人

テ
キ
ス
ト
代
＝
３
千
９
０

０
円申

込
方
法
＝
京
田
辺
市
と

八
幡
市
の
両
消
防
本
部
・
京

田
辺
市
消
防
署
北
部
・
井

手
・
宇
治
田
原
各
分
署
に
備

え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
必

ま
で
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
コ
ー
ス
を
希
望
す
る

時
は
、
各
コ
ー
ス
ご
と
に
、

甲種防火
管 理 者

申
し
込
み
は
１１
月
２
日
ま
で

資
格
取
得
講
習
会

岡
本
氏
を
任
命

無
料

前
日
ま
で
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。【申

込
・
問
合
せ
先
】

▼
消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
�
６５
・
０
１
１
９
）

と
も
に
、
よ
り
高
度
な
技
術

を
習
得
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
た
め
に
、
自
衛
消

防
隊
訓
練
大
会
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
１０
月
１９
日
�
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
※
雨
天
の

場
合
１０
月
２０
日
�
）

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的

運
動
広
場

内
容
＝
消
火
器
訓
練
と
屋

内
消
火
栓
訓
練

問
合
せ
先
＝
消
防
本
部

（
�
６３
・
７
８
２
６
）

で
、
同
意
を
得
て
、
両
氏
を

任
命
・
選
任
し
ま
し
た
。

吉
岡
氏
と
西
川
氏

自
治
功
労
者
に

吉
岡
弘
嗣
氏
（
６９
）
＝
松

井
＝
と
西
川
洋
子
氏

は
が
き
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
者
が

多
数
の
時
は
抽
選
し
ま
す
。

ま
た
、
受
講
決
定
後
の
講
座

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
め
き
り
＝
１０
月
２０
日
�

（
必
着
）

申
込
先
＝
京
田
辺
市
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

１
４
、
中
央
公
民
館
内
）

問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

（
６３
）
＝
河
原
＝
が
自
治
功

労
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

吉
岡
氏
は
、
松
井
財
産
区

管
理
委
員
な
ど
と
し
て
、
西

川
氏
は
、
休
日
応
急
診
療
所

薬
剤
師
と
し
て
、
長
年
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

午前�11月16日�・17日��413

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆☆�

デジカメ基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆☆�

定員�

午後�11月28日�・29日��415

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

北部住民センター�15

中央公民館�10

ＩＴ講習会日程表�

午後�11月14日�・15日��

午前�11月30日�・12月1日��402

午後�12月19日�・20日��403

401

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

パソコン入門コース（6時間）受講料＝3,000円　　　☆�

午前�

午後�

11月14日�・15日��

11月16日�・17日��405

午前�11月28日�・29日��406

午前・午後�11月18日��409

404

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

インターネット＋メールコース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆�

午後�11月21日�・22日��410

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

文書作成基礎コース（6時間）受講料＝3,000円　　☆☆�

文書作成応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆�

定員�

定員�

定員�

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

北部住民センター�15

中央公民館�

中央公民館�

15

15

北部住民センター�15

北部住民センター�15

中央公民館�15

北部住民センター�15

北部住民センター�15

（☆は難易度です）�

午後�12月6日�・7日��411 中央公民館�15

午前・午後�12月2日��416 中央公民館�10

午前�12月6日�・7日��417 中央公民館�10

午前・午後�12月3日��407

午前・午後�12月9日��408

中央公民館�15

中央公民館�15

午前�12月14日�・15日��412 中央公民館�15

午前�11月21日�・22日��414

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号�

表計算応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆☆�
定員�

北部住民センター�15

午前・午後�12月10日��418 中央公民館�10

午前�12月12日�・13日��419 中央公民館�10

午後�12月14日�・15日��420 中央公民館�10

デジカメ応用コース（6時間）受講料＝3,000円　☆☆☆☆�

午後�11月30日�・12月1日��421

時　　間� 場　所�日　　　程�講　座�
番　号� 定員�

中央公民館�10

午前・午後�12月8日��422 中央公民館�10

午後�12月12日�・13日��423 中央公民館�10

午前�12月19日�・20日��424 中央公民館�10
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一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
実
行

委
員
会
は
、
本
市
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
旧
跡
や
名
所

を
巡
り
歩
く
、
一
休
さ
ん
ウ

ォ
ー
ク
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
１１
日
�
午
前

９
時
３０
分
か
ら
（
受
け
付
け

は
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
９

時
３０
分
ま
で
）

コ
ー
ス
＝
▼
初
心
者
コ
ー

ス
（
６
㎞
）
▼
一
般
コ
ー
ス

（
１２
㎞
）
▼
健
脚
コ
ー
ス

（
１７
㎞
）

参
加
費
（
１
人
）
＝
▼
事

前
申
込
…
１
５
０
円
▼
当
日

申
込
…
３
０
０
円

中
学
生
以
下
は
無
料
で

す
。

保育のつどい実行委員会は、「ふれあい、笑顔、みんな
仲よし」をテーマに、保育のつどいを開きます。
日時＝10月28日�午前9時30分～正午（雨天決行）
場所＝田辺中央体育館とその周辺

内容＝▼フレンドリーコンサート▼ふれあい広場
（キーホルダーやネックレス作り）
楽しいコーナーがいっぱいあります。
問合せ先＝こども福祉課（�64-1376）

一休さんウォークコース図�

京
奈
和
自
動
車
道

甘南備山� 一休寺�

酒屋神社�

大御堂観音寺�

田辺西IC

至 
枚
方�

同志社大学　�

田辺公園田辺公園�
多目的多目的�
運動広場運動広場�

田辺公園�
多目的�
運動広場�

新
田
辺
駅�

市役所�

国道307号�

興
戸
駅�

京
田
辺
駅�

同
志
社
前
駅�

府
道
八
幡
木
津
線

府
道
八
幡
木
津
線�

府
道
八
幡
木
津
線�

近
鉄
京
都
線�

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線�

山
手
幹
線

山
手
幹
線�

山
手
幹
線�

新
田
辺
駅
前
線�

府道生駒井手線�

至 

山
城
大
橋�

至 大住�

至 三山木�

至 

普
賢
寺�

至 大住ケ丘�

至 

玉
水
橋�

Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅

Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅�

Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅�

三
山
木
駅

三
山
木
駅�

三
山
木
駅�

初心者コース�
一般コース�
健脚コース�

北�

スタート�
ゴ ー ル �

平成18年10月1日から医療保険制度の改正に伴い、老人保健の一部が
下表のとおり変わります。今回の改正は急速な少子高齢化の進展の中で、
現在の皆保険制度を維持し、将来においても持続可能なものにするため
に、医療給付費の伸びと国民の負担との均衡を確保するためのものです。
くわしくは、国保医療課医療係（�64-1374）へお問い合わせくださ
い。

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

に
、
参
加
コ
ー
ス
と
代
表
者

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参

加
人
数
を
書
い
て
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
先
＝
京
都
新
聞
Ｃ
Ｏ

Ｍ
事
業
部
「
一
休
さ
ん
ウ

ォ
ー
ク
２
０
０
６
」
係
（
〒

６
０
４
・
８
５
６
７
京
都
市

中
京
区
烏
丸
通
夷
川
上
ル
）

し
め
き
り
＝
１０
月
３１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

問
合
せ
先
＝
一
休
さ
ん
ウ

ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
（
健
康

介
護
課
内
、
�
６４
・
１
３
３

５
）

12,000円�

8,000円�

44,400円�

24,600円� 8,000円�

外来（個人単位）�

40,200円�

40,200円�

�
72,300円�

�
（医療費が361,500円
を超えたときは超えた
分の1％を加算）�
（過去12カ月間に世
帯単位の自己負担限度
額を超えた支給があっ
た場合、4回目以降は
40,200円）�

12,000円�

外来+入院�
（世帯単位）�外来（個人単位）�

平成18年9月30日まで�

44,400円�
�

80,100円�
�
（医療費が267,000円
を超えたときは超えた
分の1％を加算）�
（過去12カ月間に世
帯単位の自己負担限度
額を超えた支給があっ
た場合、4回目以降は
44,400円）�

15,000円�8,000円�

平成18年10月1日から�
外来+入院�
（世帯単位）�

24,600円�

現役並み�
所 得 者 �

15,000円�

一般�

区分�

8,000円�
低所得Ⅱ�

低所得Ⅰ�

平成18年9月30日まで�

現役並み所得者� 現役並み所得者�2　割�
平成18年10月1日から�

3　割�
1　割�1　割�一般、低所得者Ⅰ・Ⅱ� 一般、低所得者Ⅰ・Ⅱ�

●　自己負担が変わります�
　70歳以上または老人保健対象者のうち、現役並み所得のある一定以上�
所得者（現役世代の平均的な収入以上〔住民税課税所得145万円以上の�
人〕）の医療機関に支払う自己負担割合が引き上げられます。�

●　医療費の自己負担限度額が変わります　�
　1カ月に医療機関に支払った医療費が高額になり一定額（自己負担限�
度額）を超えた場合には、高額医療費が支給されます。�

■現役並み所得者　現役世代の平均収入以上の所得がある人（課税標準額が145万円以上。�
　　　　　　　　ただし、70歳以上の人および老人保健で医療を受ける人の収入の合計が、�
　　　　　　　　2人以上の場合は520万円未満、1人の場合は383万円未満であると申請に�
　　　　　　　　より「一般」扱いになります）�
■一　般　住民税課税世帯で、「一定以上所得者」以外の人�
■区分Ⅱ　その属する世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課税で「区分Ⅰ」以外の人�
■区分Ⅰ　その属する世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課税かつ所得が一定基準�
　　　　（年金収入が約80万円以下）の人　　�

表）10月1日からの変更点�

●　療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わります�
　療養病床に入院する70歳以上の人は、これまで食材料費相当のみを負担�
していましたが、食費（食材料費・調理コスト相当）と居住費（光熱水費�
相当）を自己負担することになります。�

平成18年9月30日まで�

食材料費相当を負担�
24,000円�

食　費　42,000円�
居住費　10,000円�

平成18年10月1日から�
（1カ月のめやす）�

所得の低い人は負担が軽減されます�
※人工呼吸器、中心静脈栄養などを�
要する患者や脊髄損傷（四肢麻痺が�
見られる状態）、難病などの患者に�
ついては、現行どおり食材料費相当�
のみの負担となります。�

区分Ⅰ�
老齢福祉年金受給者�

区分Ⅱ�

22,000円�

10,000円�

30,000円�

（1カ月のめやす）�

老人保健の一部�

負担割合や限度額�

10月1日から�

市
内
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

一
休
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク

11月11日
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

舞
の
種
類�

６
種
類
あ
る
舞
は
、

「
足
占
あ
し
う
ら
」「
足
挙
あ
し
あ

げ
」「
走は
し
り

廻め
ぐ
り
」「
腰
捫

こ
し
も
ち
い」「
手
を
胸

に
お
く
」「
飄
掌

た
ひ
ら
か
す」
の
６
つ

の
動
作
を
基
本
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
足
占
」
は
、
足
元
に
打

ち
寄
せ
て
き
た
海
水
に
、
思

わ
ず
、つ
ま
先
立
ち
に
な
り
、

水
を
避
け
よ
う
と
す
る
様
子

を
表
し
、「
足
挙
げ
」
は
、

く
る
ぶ
し
ま
で
来
た
海
水
か

ら
、
慌
て
て
逃
れ
よ
う
と
す

る
様
子
を
、「
走
り
廻
り
」

は
、
膝
ま
で
増
え
た
海
水
か

ら
懸
命
に
逃
れ
よ
う
と
す
る

様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
腰
捫
」
は
、
腰
ま

で
増
え
た
海
水
を
、
腰
を
ひ

ね
り
な
が
ら
掻
き
分
け
、
必

死
で
逃
れ
る
様
子
を
、「
手

を
胸
に
お
く
」
動
作
は
、
胸

ま
で
増
え
た
海
水
の
恐
ろ
し

さ
に
、夢
中
で
祈
る
様
子
を
、

「
飄
掌
」
は
、
溺
れ
る
寸
前

で
助
け
を
求
め
る
様
子
を
そ

れ
ぞ
れ
表
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
動

作
で
構
成
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
舞
が
持
つ
意
味
を
、
奉
納

さ
れ
る
順
に
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

お
祓

は
ら
いの

舞

お祓の舞は、舞人自身や舞
っている場所、その周辺の
けがれを祓い清めるための
舞です。

神
招

か
み
お
ぎ
の
舞

月読の神、天津神、国津神、
その他の神々を招くための
舞です。神々は、正面の竹
に結ばれた神綱を通じて舞
人などに乗り移ります。

振剣の舞は、諸々のけがれ
や悪魔を追いはらうととも
に、隼人の勇ましさ、たく
ましさを表したものです。

振
剣

ふ
り
つ
る
ぎの
舞

盾
伏

た
て
ふ
せ
の
舞

弓
の
舞

松
明

た
い
ま
つ
の
舞

盾伏の舞は、古代隼人の祭り
事の道具の一つでもあり、ま
た武器でもあった盾を持ち、
外から押し寄せてくる悪霊を
防ぎ、神々を守り自らも守る
意味を持っています。

手に持つ弓は、隼人たちの
日常生活を支えるための狩
猟の時の道具であり、大切
な生活用具の一つで、弓の
舞は、弓の巧みさを誇示す
るとともに、狩猟の豊かさ
を祈るものです。

古
代
の
人
々
は
、
火
を

恐
れ
る
反
面
、
火
を
大

切
に
し
て
う
や
ま
っ
た

の
で
、
松
明
の
舞
は
、

神
々
に
感
謝
の
意
を
表

し
た
舞
で
す
。

天津神社天津神社�

京
奈
和
自
動
車
道
路

京
奈
和
自
動
車
道
路�

明
治
乳
業

明
治
乳
業
�

大住小学校�

大住幼稚園�

北部住民センター�

大住中学校�

諏訪ケ原公園�

松井ケ丘�

大住小学校�

大住幼稚園�

北部住民センター�

大住中学校�

大住ケ丘�大住ケ丘�

山手東一丁目�

京
奈
和
自
動
車
道
路

京
奈
和
自
動
車
道
路�

京
奈
和
自
動
車
道
路�

虚
空
蔵
谷
川

虚
空
蔵
谷
川

�

虚
空
蔵
谷
川�

府
道
富
野
荘
八
幡
線

府
道
富
野
荘
八
幡
線�

府
道
富
野
荘
八
幡
線
�

JR学研都市線
学研都市線�

JR学研都市線�

Ｎ�Ｎ�Ｎ�

明
治
乳
業

明
治
乳
業
�

明
治
乳
業
�

大住駅�
大住駅�山手幹線�山手幹線�

天津神社�

京
奈
和
自
動
車
道
路�

明
治
乳
業
�

大住ふれあいセンター�大住ふれあいセンター�

月読神社�月読神社�

天津神社�天津神社�

午後7時30分～�

月
読
神
社
と
天
津
神
社
の
位
置
図�

両
神
社
と
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
舞
を
ご
覧
に�

な
る
時
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

午後6時30分～�

第29回全国土地改良大会京都大
会記念イベント「水土里フェスタ」
日時＝10月9日	
場所＝ＪＲ京都駅ビル室町小路広場
京都府内の郷土芸能（午前11時～午後
4時）の中で大住隼人舞が披露されます。
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っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
舞
を

舞
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

が
あ
り
ま
す
。
１０
月
９
日
	

に
は
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
で
行

わ
れ
る『
水
土
里

み
ど
り

フ
ェ
ス
タ
』

で
舞
を
披
露
し
ま
す
。
舞
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、こ
れ
が
、

初
め
て
の
大
き
な
舞
台
に
な

り
ま
す
。
多
く
の
方
に
見
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
住
隼
人
舞
の
継

承
を
支
え
る
保
存
会
役
員

は
、「
舞
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
住

民
だ
け
で
な
く
、
周
り
に
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
広
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
、
舞
人
の
や
り
が
い

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
せ
っ
か
く

復
元
し
た
の
だ
か
ら
、
華
々

し
く
と
い
う
よ
り
は
着
実
に

伝
承
し
て
い
け
た
ら
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
考
文
献
＝
「
大
住
隼
人

舞
の
由
来
」
大
住
隼
人
舞
保

存
会
発
行

＜ 4  ＞

受け継がれる文化�
悠然と舞を披露�

受け継がれる文化�
悠然と舞を披露�

受け継がれる文化�
悠然と舞を披露�10月14

日�

毎
年
１０
月
１４
日
、
闇
夜
に

浮
か
ぶ
か
が
り
火
に
照
ら
さ

れ
た
舞
人
た
ち
が
悠
然
と
舞

を
奉
納
し
、
辺
り
は
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

大
住
隼
人
舞
は
、
午
後
６
時

３０
分
か
ら
天
津
あ
ま
つ
神
社
（
大
住

岡
村
）
で
、
午
後
７
時
３０
分

か
ら
月
読
つ
き
よ
み

神
社
（
大
住
池

平
）
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

約
１
３
０
０
年
前
、
九
州

南
部
の
大
隅
地
方
の
隼
人
が

現
在
の
大
住
に
移
り
住
み
、

宮
中
で
奉
納
し
た
舞
が
隼
人

舞
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
源
は
、『
日
本
書
紀
』

の
海
幸
彦

う
み
さ
ち
ひ
こ
・
山
幸
彦

や
ま
さ
ち
ひ
この
物

語
に
見
ら
れ
ま
す
。
海
で
溺

れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
山
幸
彦

に
助
け
ら
れ
た
海
幸
彦
が
、

本
市
で
は
、「
大
住
隼
人
舞
」「
瑞
饋
神
輿

ず
い
き
み
こ
し

」「
朔
日
講

つ
い
た
ち
こ
う
の
神
楽
か
ぐ
ら

」「
山

本
の
百
味

ひ
ゃ
く
み
と
湯
立
ゆ
だ
て

」
を
市
指
定
文
化
財
（
無
形
民
俗
文
化
財
）
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
指
定
文
化
財
第
一
号
の
大
住
隼
人
舞
に
つ
い

て
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
き
っ
か
け
や
練
習
の
様

子
、
当
日
に
向
け
て
の
意
気
込
み
な
ど
を
、
そ
し
て
、
保
存
会
の
人
た

ち
に
伝
承
す
る
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

山
幸
彦
に
感
謝
し
、
服
従
を

誓
っ
た
証
と
し
て
、
海
で
溺

れ
る
様
子
を
演
舞
し
た
の
が

隼
人
舞
の
起
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
素
朴
な
舞
で
す
が
、

そ
の
動
作
の
一
つ
一
つ
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
い
意
味

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

宮
中
行
事
や
天
皇
即
位
の

際
奉
納
さ
れ
て
い
た
隼
人
舞

は
、
朝
廷
権
力
の
衰
退
と
共

に
舞
わ
れ
る
機
会
が
失
わ
れ

１
年
お
き
に
巡
行
し
ま

す
の
で
、
今
年
は
巡
行
し

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
平

成
１６
年
か
ら
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
子
ど
も
瑞
饋

神
輿
を
紹
介
し
ま
す
。

①
１０
月
８
日
�
午
前
１１

時
か
ら
②
棚
倉
孫
神
社

（
田
辺
棚
倉
４９
）
③
色
と

り
ど
り
の
野
菜
や
果
物
な

ど
で
飾
り
付
け
ら

れ
た
神
輿
が
、
境

内
で
か
つ
が
れ
ま

す
。
当
日
、
神
輿

は
小
学
生
な
ら
ど

な
た
で
も
か
つ
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
１０
月
８
日
�
午
後
７

時
か
ら
②
山
本
御
旅
所

（
三
山
木
塔
ノ
島
１７
・
１
）

③
佐
牙
神
社
か
ら
山
本
御

旅
所
に
神
輿
が
渡
御
す
る

と
、
氏
子
が
、
地
元
で
採

れ
た
１
０
０
種
類

以
上
の
穀
物
や
果

物
な
ど
を
供
え
ま

す
。夜

に
は
、
煮
立

っ
た
釜
の
湯
を
神

笹
で
氏
子
に
振
り

か
け
、
無
病
息
災

を
祈
願
し
ま
す
。

①
１０
月
１５
日
�
午
前
１１

時
か
ら
②
白
山
神
社
（
宮

津
白
山
４１
）③
朔
日
講
は
、

宮
ノ
口
地
区
の
年
長
男
性

８
人
の
八
人
衆
で
構
成

さ
れ
、
毎
月
朔
日
（
現

在
は
毎
月
第
一
日
曜
日
）

に
神
楽
を
奉
納
し
ま
す
。

烏
帽
子

え

ぼ

し

を
か
ぶ
っ
た
最

年
長
者
の
宮
守
が
、
右

手
に
鈴
を
左
手
に
扇
子

を
持
ち
、
円
座
の
上
を

回
転
す
る
珍
し
い
神
楽

で
す
。

瑞
饋
神
輿�

山
本
の
百
味
と
湯
立�

朔
日
講
の
神
楽�

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

て
い
き
ま
し
た
が
、
昭
和
４３

年
に
、「
能
楽
の
起
源
は
大

住
の
隼
人
舞
で
あ
る
」
と
い

う
志
賀
剛
氏
の
説
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
復
元
さ
れ
ま
し

た
。大

住
隼
人
舞
は
、
神
々
を

迎
え
る
た
め
祭
場
を
祓
い
清

め
、
迎
え
た
神
に
感
謝
し
、

日
々
の
平
穏
無
事
を
祈
り
、

自
ら
の
勇
気
と
た
く
ま
し
さ

を
見
て
も
ら
う
た
め
に
舞
う

神
楽
で
す
。

舞
人
は
、
太
鼓
と
笛
の
み

の
シ
ン
プ
ル
な
音
楽
に
合
わ

せ
て
６
種
類
の
舞
を
奉
納
し

ま
す
。

地
元
の
中
学
生
１３
人
が
、

１
年
生
か
ら
３
年
間
舞
人
を

務
め
ま
す
。
今
年
は
、
舞
人

が
交
替
す
る
年
な
の
で
、
昨

年
と
は
ま
た
違
っ
た
舞
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
か
ら
舞
人
を
務
め
る

河
野
瑞
輝
く
ん
は
、「
小
学

校
で
言
い
伝
え
を
勉
強
し

て
、
隼
人
舞
に
興
味
を
持
っ

た
。
舞
人
を
す
る
機
会
は
、

な
か
な
か
な
い
の
で
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

２
人
で
同
じ
動
き
を
す
る
の

で
、
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い

け
れ
ど
、
友
達
も
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
楽
し
い
で
す
。

で
き
る
だ
け
体
を
大
き
く
見

せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
踊
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
練
習

ど
お
り
踊
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
家
族
は
、「
大

変
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

誰
で
も
経
験
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
し
、
本
人
が
や
り
た

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
や

り
た
い
こ
と
は
、
や
ら
せ
て

あ
げ
た
か
っ
た
。
息
子
が
舞

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
初

め
て
、
隼
人
舞
が
鹿
児
島
と

関
係
が
深
い
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
父
親
が
鹿
児
島
出
身

な
の
で
、
不
思
議
な
巡
り
合

わ
せ
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
音
楽
を
奏
で
る
笛

は
フ
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
１６
年
か
ら

龍
笛

り
ゅ
う
て
きが
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
希
望

者
が
多
く
、
昨
年
の
７
人
か

ら
１３
人
に
な
り
、
６
月
か
ら

毎
週
日
曜
日
の
夜
に
、
北
部

住
民
セ
ン
タ
ー
で
練
習
し
て

着
実
に
伝
承
し
た
い

大
住
隼
人
舞
保
存
会
会
長

の
大
久
保
稔
さ
ん
は
「
舞
人

は
、
大
住
区
か
ら
選
ば
れ
る

が
、
最
近
は
子
ど
も
の
人
数

が
減
っ
て
き
た
の
で
、
舞
人

を
選
ぶ
の
に
苦
労
し
ま
す
。

し
か
し
、
舞
人
や
そ
の
ご
家

族
、
保
存
会
会
員
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
ご
協
力
が
あ
る

の
で
、
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
最
近
で
は
、
た
く
さ

ん
の
人
に
大
住
隼
人
舞
を
知
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D
D
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河野瑞輝くん

新
人
意
気
込
み
語
る��

市
指
定
第
一
号
　
大
住
隼
人
舞�

い
ま
す
。

今
年
初
め
て
龍
笛
を
演

奏
す
る
小
学
校
６
年
生
の

初
山
詩
織
さ
ん
（
＝
写
真

左
か
ら
２
人
目
）
は
、「
何

回
か
見
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た

の
で
自
分
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
初
め

は
音
が
出
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
家
で
も
毎
日
練
習
し

て
い
た
ら
出
る
よ
う
に
な

っ
た
。
一
緒
に
演
奏
す
る

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
も

や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る

の
で
、
練
習
が
楽
し
い
で

す
。
た
く
さ
ん
練
習
し
た

の
で
、
本
番
も
緊
張
せ
ず

に
演
奏
で
き
る
と
思
う
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
伝統文化に触れてみよう！！�
�
秋はたくさんの文化的行事が行われ、
伝統文化に触れる絶好の機会です。�
古くから続くもの、復元され今に続�
くものなど、さまざまな状況下で�
今日まで受け継がれてきました。�
ここでは、大住隼人舞以外の市指定�
文化財(無形民俗文化財)を、①日時�
②場所③内容の順にご紹介します。�

�

無形民俗文化財�
�

龍笛の音色に合わせ、悠然と舞う舞人（昨年の様子、天津神社）

練習に励む龍笛演奏者（9月24日）

大
住
隼
人
舞
保
存
会

なやみごと相談
10月11日�市役所会議室、25日
�北部住民センター。午後1時30
分～4時。

人権啓発推進課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼10月4日�（電話予約要）▼
10月18日�（10月2日�から電話
予約）。▼11月1日�（10月20日�
から電話予約）。午後1時30分～4
時30分。市民相談室。

人権啓発推進課（�62-4343）

府民無料法律相談
10月16日�午後1時30分～4時30
分、田辺地域総務室。10月13日�
から電話予約。

田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、CIK
ビル（近鉄新田辺駅西）。予約制、
40分5,250円。

京都弁護士会（�075-231-
2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分～3
時30分、田辺児童館。

田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午
後1時～4時30分、普賢寺児童館。

普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30分～
午後4時、電話相談。毎週月・水
曜日午後1時～4時、来所相談。

地域子育て支援センター（�
62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正
午・午後1時～4時30分。

こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談
10月5日�午前9時～10時30分、保
健センター。

こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
▼10月5日�・12日�・19日�
午後1時30分～4時30分▼法律相
談＝25日�午後1時30分～3時。い
ずれも女性交流支援ルーム。

女性交流支援ルーム（�65-
3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約制。
5日�松井ケ丘小（�62-8888）
10日�三山木小（�62-1055）
12日�桃園小（�63-6335）
17日�田辺小（�62-0044）

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時、社会福祉セ
ンター。まずはお電話ください。

心配ごと相談
10月5日�・16日�・25日�午後
1時30分～4時、社会福祉センター。

心配ごと出張相談
▼10月10日�午前10時～正午、
山本公民館。▼20日�午後1時30
分～4時、府営住宅第2集会所。

高齢者等のための「これから
のこと」相談
福祉サービス利用援助事業。▼
10月5日�午前10時～正午、飯岡
公民館。▼30日�午前10時～正午、
社会福祉センター。

司法書士法律相談
10月16日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
10月10日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
10月25日�午後1時30分～4時、
社会福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
10月21日�午前10時～正午、社
会福祉センター。予約制。

多重債務相談
10月30日�午後1時30～4時、社
会福祉センター。予約制。

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11時、
保健センター。保健師・栄養士に
よる相談（予約制）。▼10月2日�
午後1時45分～3時30分、保健セン
ター（予約制）。▼10月5日�午後
1時30分～3時、高木公民館。▼10
月11日�午後1時30分～3時、三山
木福祉会館。医師・保健師による
相談。

リハビリ相談
10月10日�午前9時～11時、保
健センター（�63-2662）。

こころの健康相談
10月10日�午後1時45分～3時30
分、保健センター。

19日�田辺東小（�62-4348）
草内小（�62-0054）

26日�大住小（�62-0046）
薪小（�63-2000）

消費生活相談
毎週水・金曜日午後1時30分～4
時、市役所306会議室。

産業政策課（�64-1319）
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おなはし会
▼10月7日�…かしこ
いモリー▼14日�…かえ
るの王さま▼18日�…し
りたがりやのこいぬとた
まご▼21日�…三枚のお
札▼28日�…馬方山んば
土曜日…午後3時～3時
30分、水曜日…午後3時
30分～4時。

10月のギャラリー
▼「京都田辺山友会第8回山の写真展」：橋本
寿夫＝10月3日�～8日�▼「遺しておきたい日
本の風景」：北村和夫＝11日�～15日�▼「沓
沓会」：佐々木昭男＝17日�～22日�▼「スス
キの茎による抽象画展」：伴泰治＝24日�～29
日�▼「写真展・愛犬クッキーがくれた幸せな
11年間」：木村淑志美＝31日�～11月5日�

10月の映画会
今月は名子役特集です。
▼10月7日…天国の約束▼14日…ドッグ・
イン・パラダイス▼21日…禁じられた遊び

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956
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10月15日�午前11時～午後3
時、三山木仮設店舗広場。みん
なで竹馬物語（竹馬トライア
ル）、大売り出しと抽選会、た
けのこコンサート、学生による
模擬店、かぐや姫パンの販売。

ファイトクラブ三山木　森
本（�62-7807）

車イス体験ふれあい講座
府立「洛南寮」で、車いすの
乗車・介助体験の講座を開きま
す。車いすの種類・各部の名
称・基本的な取り扱い方から、
屋外での段差の乗り越え方・坂
道の上り下りなど、車いすの安
全な操作を学びます。
10月21日�午後1時～4時、府
立洛南寮。対象は、市内に在
住・通勤・通学する中学生以上
の人。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

古文書を読む会
10月21日�午前9時30分～正
午、社会福祉センター。講師は、
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。どなたでもお気
軽に参加してください。また、
事前の申し込みはいりません。

郷土史会　岡山（�63-
2244）

市民音楽祭
10月22日�午前11時から、同
志社女子大学新島記念講堂。全
体合唱「ふるさと」「大地讃頌」。
25団体が出演。

▼文化協会事務局（�62-
2552）▼音楽連盟会長　奥村
（�63-3681）

介護講座
今回の介護講座は、“わらじ
医者”こと早川一光先生を迎え、
介護者の抱えるストレスや悩み
について、お話をしていただき
ます。
10月31日�午後1時30分～3時
30分、社会福祉センター。前日
までにお申し込みください。
�社会福祉協議会（�62-2222）

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�
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▼28日…顔のない天使
いずれも土曜日の午前10時30分から。

英会話教室の日程変更
10月24日�の英会話教室第1
回目を10月31日�に変更しま
す。また、第10回目を平成19年
1月30日�に追加します。その
他の変更はありません。

中央公民館（�62-2552）

けいはんな映画劇場
「THE 有頂天ホテル」
▼10月5日�午前10時30分から、
午後2時から▼10月6日�午前10
時30分から、午後2時から、午後
7時から▼10月7日�・8日�午前
10時30分から、午後1時45分から、
午後5時から
「佐賀のがばいばあちゃん」
▼10月12日�午前10時30分か

おはなし会
▼10月11日�…「三匹のやぎのがらがらどん」
▼18日�…「ムクドリとブドウの木」
いずれも水曜日の午後3時30分～4時まで。

日本の祭りをテーマに展示
中央図書館中部分室は、「日本の祭り－伝統芸
能にふれてみよう」をテーマに、祭りに関する図
書50冊ほどを展示し、貸し出しを行います。
10月28日�～11月12日�（月曜日と11月3日	
は除く）。場所は、中央図書館中部分室（中部住
民センター内）。

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

イ ベ ン ト �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

高齢者クッキング教室
老人福祉センター常磐苑と同
宝生苑は、市内に在住する60歳
以上の人を対象に、高齢者クッ
キング教室を開きます。参加費
は1人1回300円です。
▼老人福祉センター常磐苑…
平成18年11月～同19年3月の毎
月第2火曜日、午前10時～午後1
時。先着10人。10月21日�まで
に申し込み。▼同宝生苑…平成
18年11月～同19年3月の毎月第2
水曜日、午前10時～午後1時。
先着10人。10月20日�までに申
し込み。
�▼老人福祉センター常磐苑

（�62-3643）▼同宝生苑（�
68-2222）

宇治茶の郷づくり創月間
府山城広域振興局は、10月1
日�から31日�まで、スタンプ
ラリーによる宇治茶無料体験な
ど、宇治茶の魅力を感じてもら
う取り組みを山城地域一帯で行
います。くわしくは府山城広域
振興局（�21-3229）へお問い
合わせください。

同女大オルガンコンサート
同志社女子大学は、創立130
周年記念パイプオルガンコン
サートを開きます。
10月9日	午後1時～、同志社
女子大学新島記念講堂。演奏者
は、同志社女子大学嘱託講師の
高橋聖子さん。無料。オープン
キャンパスも同時に行います。

同志社女子大学広報課（�
65-8631）

秋のかぐや姫と竹フェスタ
ファイトクラブ三山木ときゅ
うたなべ倶楽部は、「秋のかぐ
や姫と竹フェスタ2006」を開き
ます。

寄　　付�寄　　付�

表　　彰�

人　　事�

ら、午後2時から▼10月13日�午
前10時30分から、午後2時から、
午後7時から▼10月14日�・15日
�午前10時30分から、午後1時15
分、午後3時45分から
「ダ・ヴィンチ・コード」
▼10月26日�午前10時30分か
ら、午後2時から▼10月27日�午
前10時30分から、午後2時から、
午後7時から▼10月28日�・29日
�午前10時30分から、午後2時か
ら、午後5時15分から
けいはんなプラザ（精華町）。
一般千円、中学生以下と60才以
上700円、けいはんなプラザ友
の会会員700円。

けいはんな交流事業部（�
95-5115）

難聴者の学習・交流会
▼10月13日�笠置町産業振興
会館▼10月24日�精華町地域福
祉センター　かしのき苑。午後
1時30分～4時。障害者自立支援
法・難聴者福祉に関する学習
会、補聴器相談・聴力測定・交
流会。対象は、聞こえに不自由
を感じている人とその家族、難
聴者・中途失聴者とその家族、
聴覚障害者福祉関係者、または
関心のある人。無料。笠置会場
は10月11日�、精華会場は10月
20日�までに電話・ファクス・
はがきに氏名・住所・連絡先を
ご連絡ください。要約筆記・
ループの準備があります。
�相楽郡聴覚言語障害セン
ター（〒619-0214相楽郡木津
町木津上戸15、�・�72-6862）

けいはんな音楽祭団体募集
けいはんな音楽文化の会は、

「けいはんな音楽祭」の参加団
体を募集します。
平成19年3月25日�午前11時
から、けいはんなプラザ（精華
町）。出演対象は、女声・男
声・混声・少年少女合唱団。
�コールハレルヤ　西手（�
63-0199）

◎村山三千弘さんが緑化推進
のために、10万円
◎㈲スロープが福祉（障害児）
のために、10万円

教育委員会は、平成19年度
に市立幼稚園へ入園を希望す
る3歳児を募集します。
募集する幼稚園と定員は下
表のとおりです。なお、4・5
歳児は各園の定員内で受け付
けします。4・5歳児の募集人
数は、幼稚園にお問い合わせ
ください。
応募資格＝市内に在住（住
民登録・外国人登録）してい
る人で、▼3歳児…平成15年4

月2日～同16年4月1日に生まれ
た人▼4歳児…平成14年4月2日
～同15年4月1日に生まれた人
▼5歳児…平成13年4月2日～同
14年4月1日に生まれた人
平成19年3月31日までに本市
へ転入・転居予定の人は、住
宅売買契約書の写しなど入居
日を証明する書類が必要です。
願書の交付期間＝10月2日�
～19日�。ただし、土・日曜
日、祝日と休園日は除きます
願書の交付時間＝午前10時
～午後3時
願書の交付場所＝各幼稚園
願書の受付日時＝10月18日
�・19日�午前10時～午後3時
願書の申込方法＝各小学校
区の幼稚園へ対象児と一緒に
来園して、提出してください
※大住幼稚園は、桃園小学
校区を含みます。
※普賢寺幼稚園は、小学校
区に関係なく申し込むことが
できます。
くわしくは、各幼稚園また
は学校教育課（�64-1392）へ
お問い合わせください。

幼稚園名�

60人�
田辺東幼稚園�
�62-4341

田辺幼稚園�
�62-3498

40人�
草内幼稚園�
�62-7000 40人�
大住幼稚園�
�62-7405 60人�
三山木幼稚園�
�63-0077 35人�
松井ケ丘幼稚園�
�62-8887 60人�
薪幼稚園�
�63-1911 60人�
普賢寺幼稚園�
�65-0111 20人�

定員（3歳児）�
募集する幼稚園と定員�

おはなし会
▼10月7日�…ヤギとライオン▼11日�…“英
語によるおはなし会”▼14日�…かえるぼたもち
▼21日�…犬のごろたろう▼25日�…りんごがド
スーン▼28日�…3びきのこぶた▼11月4日�…三
年峠
土曜日…午前11時～11時30分、水曜日…午後3
時30分～4時。

入園児募集します�入園児募集します�市立幼稚園�

願書の受け付けは18・19日�
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

固定資産税の納付月です
10月は固定資産税第3期分の
納付月です。固定資産税は、今
年の1月1日現在に土地や建物を
所有していた人に課される税金
です。納期は5月、8月、10月、
12月の4回分割になっています。
納期限内に納付されなかった場
合は、各納付月の翌月に督促状
を発送します。督促状を発送し
た際は、本税とは別に督促手数
料として200円を加算し、場合
によっては延滞金も徴収するこ
ととなります。なお、納期限内
に納付ができない場合は、分割
納付などの納付方法について相
談を受け付けしていますので、
未納のまま放置しないで早めに
納付相談にお越しください。
また、口座振替・自動払込を
利用の方は預貯金残高のご確認
をお願いします。

収納対策室（�64-1318）

国民年金保険料未納の人へ
国民年金保険料の「免除」

「若年者納付猶予」「学生納付特
例」の申請期限が平成18年10月
31日まで延長されました。保険
料を納めることができず未納と
なっている人は、市民年金課へ
ご相談ください。
▼免除・若年者納付猶予…平
成17年4月から同18年6月までの
期間の全額免除・半額免除・若
年者納付猶予の申請期限が平成
18年10月31日に延長
▼学生納付特例…平成17年4
月から同18年3月までの期間の

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�
学生納付特例申請期限が平成18
年10月31日に延長

高齢者インフルエンザ接種
市は、65歳以上の高齢者のみ
なさんを対象に、インフルエン
ザ予防接種を行います。
接種を希望する人は、はがき
に氏名・生年月日・住所・電話
番号・世帯主・接種予定機関を
書いて、11月30日�までに申し
込んでください。電話での申し
込みはできません。
�健康介護課（〒610-0393
京田辺市田辺80、�64-1335）

ピンピン教室で健康に
市は、「いつまでも健康です
ごせるからだづくり」を目的に、
65歳以上の人を対象とした、ピ
ンピン教室を開きます。健康づ
くりのきっかけにぜひご参加く
ださい。どの回からでも、1回
だけでも無料で参加できます。

お 知 ら せ �

お 知 ら せ �

お �知 �ら �せ �

市から�

社会福祉協議会�
�62-2222 �65-4962

文化協会（中央公民館内）�
�62-2552 �65-2519

社会福祉協議会�

健 　 　 康 �

の上や周囲に物を置かない。

下水道課（�64-1352）

田辺第7地区の登記完了
田辺第7地区（田辺平、田辺
狐川、田辺丸山、田辺奥ノ城の
各一部）の登記が完了しました
ので、お知らせします。

施設管理課（�64-1344）

地価調査を発表
府は平成18年の地価調査を発
表しました。どなたでも閲覧で
きます。閲覧場所は施設管理課、
中央図書館。

施設管理課（�64-1344）

府最低賃金が引き上げ
府最低賃金（地域別最低賃金）
は現行時間額682円を4円引き上
げ、686円に10月1日から改正す
ることになりました。

京都労働局（�075-241-
3215）

不動産の無料相談会
10月5日�午前10時～午後4
時、京都商工会議所ビル（京都
市）。不動産鑑定士が土地の評
価などの相談に応じます。

�京都府不動産鑑定士協会

（�075-211-7662）

記入はお済みですか？
10月1日から、平成18年事業
所・企業統計の調査員が調査票
の受け取りのため、みなさんの
事業所を伺います。手元の調査
票に記入漏れがないかもう一度
ご確認ください。調査票は、調
査員証を携行している調査員に
お渡しください。

企画財政課（�64-1310）

法律の困りごとは法テラスへ
日本司法支援センター「法テ
ラス」は、法的トラブルを解決
するための情報やサービスを全
国どこでも受けられるよう、全
国に50カ所以上の事務所を置
き、10月から業務を開始します。
法的トラブルを解決するのに
どのような方法があるのかわか
らない、どこに相談すればよい
のかわからない、といった時は、
法テラス（�0570 - 078374、
http://www.houterasu.or.jp）ま
でお気軽にお電話ください。

日本司法支援センター京都
地方事務所（�050 - 3 383 -
5433）

�

� 申請期限�
（平成16年度）�

平成17年4月～6月�
（平成17年度）�
平成17年7月～�
　18年6月�

承認期間�

（平成17年度）�
平成17年4月～�
　18年3月�

免
除
・
若
年
者�

納
付
猶
予�

学
生
納
付

特
例�

平
成
１８
年
１０
月
３１
日�

す。潤いのある緑豊かな生活環
境を確保し、緑の豊かさとゆと
りを実感できる美しいまちづく
りにご協力をお願いします。
市は、全国「都市緑化月間」
に合わせ、11月3日	に田辺公
園多目的運動広場で、緑化まつ
り・緑化市を開きます。
また、緑あふれる潤いのある
まちづくりを進めるため、市内
に在住し、敷地で生垣を新たに
設置する人に、生垣の設置にか
かる樹木費の補助を行いますの
で、ご利用ください。

施設管理課（�64-1342）

公共下水道に接続を
市は、快適で住みよい生活環
境をつくるため、昭和53年度か
ら公共下水道を整備し、27年が
過ぎました。今年3月末現在で
は、総人口に対して公共下水道
を利用することができる人口の
割合（処理人口普及率）が
93.1％となりましたが、そのう
ちの10.2％（約2，200戸）がま
だ接続されていません。きれい
な水を取り戻し、より良い環境
をつくるために、1日も早く公
共下水道への接続をお願いしま
す。なお、排水設備工事は、市
の指定する「排水設備指定工事
業者」でなければ施工できませ
んのでご注意ください。また、
工事をする人には「水洗便所改
造資金融資あっせん制度」があ
ります。

下水道課（�64-1352）

10月1日は浄化槽の日
日ごろから浄化槽の正しい使
い方に注意して、適正な保守点
検と清掃を行いましょう。
【管理方法】
▼浄化槽法で義務付けられて
いる指定検査機関（�京都保健
衛生協会�075-681-1727）によ
る定期検査を年1回受けましょ
う▼保守点検業者と契約し機器
類の点検や調整などを定期的に
行いましょう▼清掃業者に依頼
し年1回（全ばっき型浄化槽は
年2回）以上清掃しましょう。
【使い方の主な注意点】
①トイレにトイレットペー
パー以外の異物は絶対に流さな
い。清掃は水やぬるま湯で行い、
塩酸などの薬剤を使わない②台
所から野菜くずやてんぷら油な
どを流さない③浄化槽の電源は
切らない④浄化槽のマンホール

の合唱・和太鼓・よさこいダン
ス・踊り（小学生）・バンド演
奏。健康・薬・栄養の相談、体
力測定・フリーマーケットも行
います。無料。
�国立病院機構南京都病院

（�52-0065）

薬と健康の週間
10月17日�～23日�は、「薬
と健康の週間」です。
お医者さんで「院外処方せん」
をもらった時は、薬局（保険薬
局、保険調剤の表示のある薬局）
に処方せんを持って行けば、調
剤してもらえます。どの医療機
関にかかっても同じ薬局で薬を
もらえば、体質に合わない薬は
ないか、複数の医療機関からの
処方せんで同じ効果の薬を重複
して飲むことにならないかなど
を今まで服用した薬の状況など
の記録（薬歴）をもとに点検し、
薬の正しい使用方法を説明して
もらうことができます。「かか

予防接種の日程�

日にち�

三種�
混合�

種別� 対　　　象�

10月11日��
10月19日��

生後3カ月～7歳6カ月未満�

ＢＣＧ�
10月10日��
10月24日��生後3カ月～6カ月未満�

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター�
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377）�

ポリオ�

�
10月12日��
10月13日��
10月16日��
10月18日��
10月31日��

生後3カ月～7歳6カ月未満で�
5～6月生まれ�
7～8月生まれ�
9～11月生まれ�
12～2月生まれ�
3～4月生まれ�

りつけ薬局」をもって薬を上手
に利用しましょう。
薬を正しく使ってもらうた
め、府では、みなさんの集会な
どに薬剤師を無料で派遣してい
ます。くわしくは、山城北保健
所衛生室（�21-2912）へお問
い合わせください。

電話で申し込んでください。

�健康介護課（�64-1335）

秋風コンサート
10月21日�午後1時～3時（雨
天時は22日�）、国立病院機構
南京都病院（城陽市）。小学生


▼市民年金課年金係（�
64-1333）▼京都南社会保険事
務所（�075-643-2547）

児童手当の振り込み
児童手当を現在受給されてい
る人（公務員を除きます）は10
月期分（6月分～9月分）が10月
10日�～13日�の間に振り込ま
れますので、ご確認ください。

こども福祉課（�64-1376）

戦没者追悼式
市は、11月9日�午前9時30分
から、中央公民館で戦没者追悼
式を行います。
この式典は、さきの大戦での
数多くの戦没者に対し、尊い犠
牲に心から追悼の誠を捧げ、ご
遺族の労苦に敬意を表し、あわ
せて平和で豊かな郷土の発展を
願い開くものです。
なお、ご遺族（戦没者の子・
妻・父母・兄弟姉妹、三親等以
内の祭祀者）には、市から往復
はがきで案内しますので、当日
の出欠について10月19日�まで
にご返信ください。

社会福祉課（�64-1372）

10月は「都市緑化月間」
10月は全国都市緑化月間で
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時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午場

所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
・
田
辺
公
園
多
目
的
運
動

広
場時

間
内
は
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓

球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ

ス
・
跳
び
箱
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
な
ど
、
多
目
的
運
動

【
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー

ナ
ー
】

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
（
体
育
館
内
は
正
午
〜

午
後
３
時
）

抹茶を楽しもう①�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ12

京田辺玉露�ブレイクタイム�

�

古
布
再
利
用
し
て

ぞ
う
り
を
作
ろ
う

「
け
い
は
ん
な
ま
ち
づ
く

り
提
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
る
同
志
社
大
学
地
域
Ｇ

Ｐ
推
進
室
は
、
古
布
ぞ
う
り

作
り
体
験
会
を
開
き
ま
す
。

家
に
古
い
布
が
眠
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
捨
て
る
前
に
ぞ

う
り
に
再
生
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１１
月
４
日
�
・
５

日
�
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分

場
所
＝
同
志
社
大
学

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
両
日
と
も
８
人

申
込
開
始
日
＝
１０
月
１０
日

�
申
込
・
問
合
せ
先
＝
同
志

社
大
学
地
域
Ｇ
Ｐ
推
進
室

（
�
６５
・
７
０
０
３
）

生涯学習推進月間スタート！�

10・11月は推進月間�

踏みだそう！生涯学習の第一歩�踏みだそう！生涯学習の第一歩�
生
涯
学
習
推
進
本
部
は
、
生
涯
学
習
の
第
１
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
、
１０

月
・
１１
月
を
生
涯
学
習
推
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
啓
発
の
ぼ
り
旗

で
啓
発
す
る
ほ
か
、
左
表
の
と
お
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ

め
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育

館
、
田
辺
公
園
多
目
的
運
動

広
場
と
そ
の
周
辺

内
容
＝
▼
ス
ポ
ー
ツ
体
験

…
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
卓

球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
サ
ッ

カ
ー
・
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
タ
ナ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
３０
ｍ
走
ダ
ッ
シ

ュ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

▼
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
▼
ス
ポ
ー

ツ
ラ
リ
ー
▼
模
擬
店
な
ど

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
４
）

【
プ
ー
ル
無
料
開
放
の
日
】

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
か

ら
場
所
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル（
�
６５
・
３
１
１
３
）

【『
ア
イ
ー
ダ
ア
イ
ダ
』
を

や
っ
て
み
よ
う
！
】

時
間
＝
午
前
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

ア
リ
ー
ナ

内
容
＝
ア
イ
ー
ダ
ア
イ
ダ

（
親
子
体
操
）

講
師
＝
京
都
府
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
専
門
指
導

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
を

広
場
で
は
ペ
タ
ン
ク
を
自
由

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
費
＝
１
０
０
円
（
小

学
生
未
満
は
無
料
）

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体

育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

市
と
市
教
育
委
員
会
・
市

小
中
学
校
校
長
会
・
市
民
生

児
童
委
員
協
議
会
・
市
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
子
ど
も
の

主
張
大
会
を
開
き
ま
す
。

今
回
は
、
１１
月
５
日
に
同

志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
開
き
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
生
が
日
常

生
活
や
学
校
な
ど
で
体
験
し

た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
、
ま
た
主
張
し
た
い
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
に
�

　
　
　
親
し
む
日

ス
ポ
ー
ツ
が
�

　
い
っ
ぱ
い
の
日

参
加
者
が
多
数
の
時
は
、

入
場
制
限
を
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
４
）

を
発
表
し
ま
す
。

日
時
＝
１１
月
５
日
�
午
後

０
時
３０
分
〜
２
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
恵
道
館
２
０

１
号
室

発
表
者
＝
市
内
に
在
住
・

通
学
す
る
小
中
学
生
１２
〜
１４

人
テ
ー
マ
＝
自
由

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）

員
対
象
＝
２
歳
か
ら
小
学
校

低
学
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
（
一
般
の

人
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
料
＝
無
料

ア
イ
ー
ダ
ア
イ
ダ
っ
て
？

「
ア
イ
ー
ダ
ア
イ
ダ
」
は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
促
す
新
し
い
ダ
ン
ス
・
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
、


日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
か
ら
だ
で
あ
そ
ぼ
」
が
共
同
開
発
し
、

文
部
科
学
省
子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
体
力
低
下
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
今
、
保
育
や
学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
家

庭
や
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
動
し
ま
せ
ん
か

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
志
社
大
学
は
、『
同
志

社
京
田
辺
祭
２
０
０
６
「
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｍ
祭
」
〜
遊
ぼ
う
で
っ

か
く
、遊
ぼ
う
み
ん
な
で
〜
』

を
開
き
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
。
ご
家
族
・
ご
近
所
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
大
学

に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
。
同
大
学
へ
は
同
時
開
催

す
る
「
市
民
文
化
祭
」
の
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

同
祭
で
は
、
地
球
に
や
さ

し
い
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行
い

ま
す
。
模
擬
店
で
は
リ
ユ
ー

ス
食
器
を
使
用
し
ま
す
の

で
、
食
器
の
回
収
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

開
催
日
＝
１１
月
４
日
�
・

５
日
�

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容
・
時
間
＝
左
表
の
と

お
り抽

選
で
豪
華
景
品
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
４
・

５
日
）
や
環
境
に
や
さ
し
い

も
の
づ
く
り
体
験
（
同
）、

Ｆ
１
カ
ー
の
展
示
（
同
）、

電
気
自
動
車
試
乗
体
験
（
５

日
）、
イ
タ
リ
ア
食
文
化
の

講
演
会
（
同
）
な
ど
も
行
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
同
志
社
京

田
辺
祭
２
０
０
６
「
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｍ
祭
」
実
行
委
員
会
（
同
志

社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

総
務
課
内
、
�
６５
・
７
０
１

０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

京田辺キャンパス開校20周年記念式典� 同志社ローム記念館�午前9時30分から�

午前10時から�

午前10時30分から�

スポーツフェスティバル　乗馬部�

スポーツフェスティバル　アトラクションスポーツ�

市立幼稚園児による発表�

のど自慢コンテスト�

スポーツフェスティバル　合気道�

ステージ発表�

スポーツフェスティバル　競技スポーツ�

時間�

電気自動車絵画コンテスト表彰式�

イベント名�

オープニングセレモニー�

模擬店・展示・フリーマーケット�

友近によるお笑いイベント�

正午から�

同志社女子大学生による演奏�

午後4時から� ファッションショー�

午後1時から�

午後3時から�

午前11時から�

体 育 館 前 広 場 �

図書館前特設ステージ�

図書館前特設ステージ�

図書館前特設ステージ�

図書館前特設ステージ�

馬 場

図書館前特設ステージ�

図書館前特設ステージ�

キ ャ ン パ ス 内 �

図書館前特設ステージ�

場所�

図書館前特設ステージ�

同志社ローム記念館�

体 育 館 前 広 場 �

体育館・サッカー場など�
　
月
４
日
��

キンモクセイによるライブ�午後7時から�

千鳥・とろサーモン・にのうらごによる�
お笑いイベントとスタンプラリー抽選会�

車椅子バスケット体験講座�

ステージ発表�

市民文化祭特別企画「こどもミュージカル」�

京田辺市「子どもの主張大会」�

市立中学生による吹奏楽の演奏�

模擬店・展示・フリーマーケット�

スポーツフェスティバル　競技スポーツ�

カットモデルショー�

閉会式�

恵 道 館 �

図書館前特設ステージ�

体 育 館 �

同志社ローム記念館�

図書館前特設ステージ�

図書館前特設ステージ�

キ ャ ン パ ス 内 �

体育館・サッカー場など�

キ ャ ン パ ス 内

図書館前特設ステージ�

恵 道 館 �
　
月
５
日
��

170発の打ち上げ花火�

午前9時から�

午前10時から�

午前11時から�

午後0時30分から�

午後1時から�

午後4時15分から�

スポーツフェスティバル�
ボクシング� 体育館前特設リング�午前11時からと�

午後1時30分から�

午後2時15分から�

午後3時から�

午後5時30分から�

午後6時30分から�

11

11

表／同志社京田辺祭2006の日時と内容（予定）�

同志社まちづくりプランコンテスト�午後1時30分から� 同志社ローム記念館�

子
ど
も
が
思
い
を
語
る

１１
月
５
日
に
同
志
社
大
学
で

主張大会

市
民
も
学
生
も
一
緒
に

お
笑
い
・
の
ど
自
慢
・
ラ
イ
ブ
も

11月4・5日に
同志社京田辺祭

玉
露
と
同
様
、
京
田
辺
で
は
、

抹
茶
の
原
料
で
あ
る
碾
茶
て
ん
ち
ゃ
も
上

質
な
も
の
が
作
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
関
西
茶
品
評
会
で
、
最
優

秀
者
に
贈
ら
れ
る
農
林
水
産
大

臣
賞
を
玉
露
、
碾
茶
の
両
部
門

で
京
田
辺
市
の
出
品
者
が
獲
得

さ
れ
ま
し
た
。
玉
露
も
碾
茶
も

日
光
を
遮
断
し
て
作
る
こ
と
は

同
じ
で
す
が
、
製
造
の
方
法
が

違
い
ま
す
。
蒸
し
て
揉
み
な
が

ら
仕
上
げ
て
い
く
玉
露
に
対
し
、

碾
茶
は
、
蒸
し
た
後
あ
ぶ
る
こ

と
で
水
分
を
抜
き
仕
上
げ
ま
す
。

で
き
上
が
っ
た
碾
茶
は
、
石
臼

で
挽
く
こ
と
に
よ
り
抹
茶
に
な

り
ま
す
。
機
械
で
早
く
挽
く
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
石
臼
で
引

く
と
独
特
の
旨
味
と
香
り
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

次
回
は
抹
茶
の
簡
単
な
点た

て

方
や
利
用
法
を
お
届
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
農
政
課
（
�

６４
・
１
３
６
２
）


